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全員協議会 会議録（要点筆記） 

 

     平成３０年３月１９日（月） 

午後 １時００分 開会  

午後 １時２３分 閉会  

場所 ： 全員協議会室  

 

〔報告案件〕 

１ 半田市立半田病院新病院建設候補地について 

榊原純夫市長：まずもって、本日は臨時のかたちで全員協議会の開催をいていた 

だきましたこと心より感謝申し上げます。後ほど担当部長から内容についての

説明をさせていただきますが、昨年の１２月末から昨日まで４回にわたりまし

て、半田市立半田病院新病院建設候補地検討委員会が開催をされ、昨日答申を

頂戴いたしました。多角的かつ深堀をするかたちで候補地について協議をいた

だきました答申でございます。その答申結果を重く受け止めさせていただきま

すとともに、私なりに昨晩一晩考えさせていただきまして、その答申を尊重す

るかたちで新病院の建設地につきましては半田運動公園に決定をするというこ

とで、今朝開催の幹部会議にも私の意思を表明させていただきまして、全幹部

にその点について承認を受けました。答申書の裏面に、今後の要望ということ

で付帯意見が７点ついておりますが、当然この７点について積極的に取り組ま

せていただきますが、とにかく１日も早く新しい病院をつくることが必要とな

っております。全国的にも大変黒字で有名な小牧の新病院が現在の医療環境の

悪化の中で、あの小牧市民病院ですら赤字に陥っているという現状があります。

新しい病院を早くつくって、多くの優秀な医師がそこで働きたいという病院、

そして近代的な医療機器ですとか、そういったものを備えて半田市民のみなら

ず、近隣の市町の皆さんの健康、命を守るための新しい病院を１日も早くつく

ってまいるべく努力をしてまいりますので、よろしくお願い申し上げまして開

会にあたってのご挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

竹内甲司病院事務局長：資料に基づき説明 

石川英之議員：昨晩一晩考えた結果答申を尊重するというかたちになったという

ことなのですけれども、一晩どういうことを重点的に考えてこの結果になった

のかお聞かせください。 

榊原純夫市長：これまで３回の議論の内容については、議事録などを読ませてい

ただいておりますし、ＤＰＣと言いまして病院を取り巻く人口構成ですとか、

そういったことも議論していただきましたのでそういった内容を斟酌させてい

ただいて、委員会から答申を頂いた内容が私も一番腑に落ちましたのでそのよ

うに判断させていただきました。 

石川英之議員：私は明日、総務委員会で聞ける状況がありますので、そのときに

細かくは聞きたいと思いますけれど、特に先ほどの答申の裏面の７点のうちの

下から２段目、常滑市との協議ですけれども、第３回目の検討委員会の中で名

古屋大学病院の副院長先生が、常滑市との協議に関してはそう簡単な話ではな
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いですというご発言があったのですけれども、そういったことに関して市長は

絶対的にこれは、仮に常滑と話がつかなくても強引にでもここにつくってしま

う気持ちを持って、この運動公園に決定をしたのかどうかだけ聞かせてくださ

い。 

榊原純夫市長：強引にということはないですが、あの場所が最適であるというこ

とは私も委員の皆さんと思いを同じくしたところでございます。距離が 2.7 キ

ロしか離れていないということもありまして、すでに名大病院の院長先生など

もそのことを心配していらっしゃいまして、このままでは、共倒れになる可能

性がある、それではいけませんので、また今、地域医療構想の中でも半田病院

が地域の第３次救急を担う中核となる病院であるということがありますので、

やはり機能分担、機能連携をしていくことは必要だと思いますので、今日幹部

会議で決定をさせていただきましたので、すぐ常滑の市長さんと病院の院長先

生を含めて協議をしたいと接触を始めたところです。なるべく、早い時期に相

談させていただきたいと思っています。仄聞するところによりますと、常滑の

商工会議所なども常滑の新病院は、やはり半田との連携を図るべきだというこ

とをおっしゃっていただいているそうでありますので、いずれにしても大事な

病院でありますので、機能の連携を図ったり、可能であればこれは個人的な考

えですが、独立行政法人として、一つの独立行政法人としてやっていくことが、

責任を持って経営していく観点から一番必要かと思いますが、相手があること

ですのでそれらも含めて協議をさせていただきたいというふうに思っています。 

小栗佳仁議員：それでは数点お伺いしたいと思います。昨年度市長選挙が行われ

て以後、市職員駐車場に建設するということで住民説明会を行われたという認

識でおります。そういったことがありまして、その後ですね、大村愛知県知事

の助言を受けたという経緯がありまして、この点市民に十分な説明がなされて

ないというところでございます。その点をどのように考えているかという点と、

今回検討委員会の答申を受けてですね、決定したことによりまして、市長はど

のように市民の方々に説明をされていくのか、今後の対応をどのようにお考え

なのかお聞かせいただきたいと思います。 

榊原純夫市長：市報等で記事を載せるよりも、いろんな新聞がすでにそのことを

載せていただいていますので、十分ではないかもしれませんが、次の建設地は

運動公園でということで、また、今日の全員協議会を受けて記事を載せていた

だけると思いますので、十分ではないかもしれませんが、情報としては提供さ

れる状況にあると思います。私もこれから機会がある毎にそのことについては

十分に地域に説明をさせていただきますし、例年行政実態点検などもやってい

ますが、今年もその年ですがそのときにもそれぞれの地域で話をさせていただ

きますし、いろんな会合があるときにはそのときに必ずそのことに触れて十分

なご理解をいただきたいと思いますし、すでに近々北部のほうから区長さん方

が署名していただいて要望書を頂いていますので、その方たちにも２２日にき

ちんと説明をさせていただくつもりですし、今後も機会がある毎に市民の皆さ

んに対しましても細かく詳細に経緯、結果について報告をさせていただくつも

りであります。 

小栗佳仁議員：ぜひとも、そういった説明の機会に、ある程度アクセス道路など



- 3 - 

 

の心配もございますので、市民の方々からやはりアクセス道路についてもいろ

んな意見を伺って最善を尽くしていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

榊原純夫市長：当然新しい病院へ至るところの直接のアクセスも整備する必要が

ありますが、今、半田口の名鉄の踏切を見ますと大変交通渋滞がありますので、

阿久比地内で未整備となっています環状線の整備をすることが、北部の皆さん

が救急車などで迅速に病院にアプローチできるための最速の手段になると思い

ますので、これからこれも相手があることですので、環状線の起終点である武

豊町さん、阿久比町さんそれから私ども、それから市のみならずできればそれ

ぞれの議会にもご理解をいただいて、一つの協議組織的なものが作れればと思

っていますし、商工会や商工会議所にも声をかけさせていただいて一丸となっ

て環状線の早期整備に邁進してまいりたいというふうに思っております。 

中村宗雄議員：１点お尋ねしたいのですけれども、これで建設候補地が決まった

ことで約１年にわたり、迷走というか、混乱してきたこの件が終わっていくと

思うのです。確か昨年の３月に赤レンガをどうだといったところから、この迷

走が始まったと思うのですが、これで一旦区切りがついたわけですので、市長

としてこの問題をきちっと総括することと、そしてこの責任の所在をはっきり

させること、この２点についてはいかがお考えでしょうか。 

榊原純夫市長：総括と言いましても、いろいろ迷走したことによって、完了の時

点が後ろにずれ込んだことは、これは私の責任であると思っていますし、そう

いった意味で責任を果たす意味でも、一日でも少しでも早く新しい病院を完成

させていただきたいということで思っておりますのでご理解、ご協力を申し上

げたいと思います。 

中川健一議員：中村議員と同じような質問になるのですけれども、市長が職員駐

車場に内定しましたと言ったのが平成２８年の６月、今日は平成３０年の３月

末ということで、約２年間遅れてしまったわけです。早くしなければいけない

と言いながら、２年間も遅れたことに対して、市民に対して全く謝罪がないわ

けですが、市民に対して謝罪をする必要はないのでしょうか。 

榊原純夫市長：皆さんの意見に耳を傾けさせていただいた結果、時間はかかりま

したが、最終的に半田市のみならず地域周辺の市町の皆さんにとっても一番い

い場所になったというふうに思っておりますので、そういった意味でより効率

的に早くつくってまいりたいというふうに思います。ですから、遅れたことに

関しては忸怩たる思いがありますが、このことで今の時点で私が市民の皆さん

には謝罪するつもりはありません。早く新しい病院をつくることが私の責務だ

と思っていますので、その責務を果たす意味で職員の先頭に立って邁進してま

いります。 

中川健一議員：やはり私は、市長は市民に謝罪しないといけないと思うのです。

平成２８年の６月にきちっと世論とか、大村愛知県知事の動向を読み解いて、

高台移転という判断を２年前にしておけば、この２年間は無駄にならなかった

ということではないかと私は思います。その結果今何が起こっているかという

と、１０億円市長の判断ミスによって、２年間決定が遅れたことによって１０

億円経費が増えるのです。これは、市役所が議会の答弁で今の半田病院を２年

遅らせて使うと１０億円、３年遅らせて使うと１６億円の大規模修繕費がかか
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ります、ですので早く病院を移転させないといけない、そういう話だったと思

います。つまり市長がこの２年間判断ミスで先送りになることによって１０億

円半田市民の税金が余分にかかるということになるのですが、それに対して責

任はないのでしょうか。 

榊原純夫市長：これはいろいろ熟慮した結果でありますので、決してミスではな

いと思っています。 

嶋崎昌弘議員：これで半田運動公園になったのですけれども、実際にすると今度

建設工期もいろいろあると思うのですが、これに対して半田運動公園を使うと

いうことは、運動する代替地に関しては政治家として次のステップとして考え

なければいけないと思うのですが、その辺のところは、昨日決って今日のこと

なのですけど、市長の頭の中ではどのような考え方があって、運動公園の代替

地をどのように考えているのかお伺いします。 

榊原純夫市長：どこまで現在の半田運動公園の使えているところが使えなくなる

か、またこれから詳細が決まってまいりますが、いずれにしても代替機能は早

急にまた考えさせていただきたいと思いますので、できれば近隣だとかそうい

ったところで可能性を探ってなるべく早い時期に具体化をして、また皆さんに

お示しをさせていただきたいというふうに思います。 

榊原伸行議員：先ほど市民説明について市長の方からの発言で、新聞各社の報道

とか、北部の方たちのところへ２２日に出向いてお答えするということなので

すけど、それだけでいいのでしょうか。この 300 億円近くの予算を使ってやる

ものですから、地域の方たちに説明する責任が、もっと深く入って説明する責

任があるのでないかというふうに思いますがいかがでしょうか。 

榊原純夫市長：おっしゃるとおりでございますので、機会をどんどん作って説明

させていただきたいと思います。 


